
令和３年度第３回 社会教育委員会議 

議 事 要 旨 

 

１．開催日時：令和３年 11 月 26 日（金） 10:00-11:15 

開催場所：八尾市立青少年センター３階 集会室 

出席委員：塚本委員・二宮委員・田中委員・村尾委員・角田委員 

大槻委員・髙橋委員・中道委員・赤松委員・森田委員（順不同） 

 

２．議事案件 

１ 令和３年度第２回社会教育委員会議録の承認 

２ 報告事項 

【生涯学習課】 

①生涯学習課関連事業（令和４年１～３月）について 

②八尾市立図書館行事予定一覧（令和４年１～３月） 

   【桂青少年会館】【安中青少年会館】 

    ④桂・安中青少年会館事業予定（令和４年１～３月）について 

【観光・文化財課】 

⑤観光・文化財課事業（令和４年１～３月）について 

   

３．議事の概要（○：委員、●：事務局） 

１ 令和３年度第２回社会教育委員会議録の承認  

  ※全委員異議なし 

 

２ 八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会の見直しについて 

  ※全委員異議なし 

○生涯学習センターの見直しについては、多くの場で様々な立場からの意見を聞 

きながら議論を重ねており、十分な審議をされていると評価している。 

〇生涯学習センターの収支状況はどうなっているのか。 

●指定管理者制度のもと、５年の指定期間の中で、毎年度事業計画・予算計画に 

沿った事業を遂行し、事業報告を適切に受けており、コロナ禍による影響は受 

けたものの、市としては特段問題のない運営状況であると認識している。 

 〇以前営業していたレストランの場所は、今後レストランとして営業しないのか。 

●現在は空きスペースを学習室として活用している。今後の生涯学習センターの

活用方法について現在も議論しているが、当該場所でレストランとして営業す

ることは難しい。 

〇生涯学習センターの食事スペースについては、学んだあとの交流の場と捉え、 

市民の声に耳を傾けながら、カフェテリアのような形での活用ができればよい。 

 

３ 報告事項について 

〇くらし学習館はどのような活動実績があるのか。また、桂・安中青少年会館は

どれくらいの利用があるのか。実施している講座の中で、絵画や工作の具体的

な内容について教えてほしい。 

●くらし学習館については、消費者相談など各種相談業務を実施するほか、様々



な講座を実施している。また、くらし学習館フェスティバルのように講座で学

んだことや成果を発表することも行っている。 

●桂青少年会館では、長期教室で絵画を実施しているが、年間で 38 回、のべ 180

人受講している。テーマを設定し、外部講師を招いて実施している。 

安中青少年会館では、通年講座は火～金曜日実施しており、学習会も含めると

年間約１万人の利用がある。 

●補足意見として、くらし学習館については、生涯学習という言葉が生まれる以

前から、脈々と地域の拠点として活動している。さらに、地域で活躍する人材

を育ん  でいる素晴らしい施設である。 

〇人権学習講座に関連して、いじめや差別問題については、看過せずに考えてい 

くべきである。この問題は、学校だけの問題でなく、地域社会や家庭で真剣に 

取り上げていくべきと問題提起したい。 

〇子ども会組織の減少の要因として、地域でのつながりや助け合いが失われてい 

ることが挙げられる。地域の活動の活性化に対して重点的に取り組んでいただ 

きたい。 

〇学校支援ボランティアとして活動している経験からも、地域と学校がより連携 

していくことが今後も望まれる。例えば学校支援ボランティアから子ども会や 

地域の活性化につながるのでないか。 

〇コミュニティセンターを活用した学習会を開催してはどうか。 

〇食育に関連した議論となるが、中学校給食の試食会の場で得た感想や意見につ 

いては反映されているのか。 

●中学校給食について、試食会の場で様々な意見を頂いているが、現在の運用及

び早期の全員喫食の開始に向けて参考にさせていただいている。 

●「まちのなかの達人」については、冊子とは別にデータベース化し、ホームペ

ージなどで検索できる仕組みはあるのか。 

●現時点では検索ができるようなデータベース化には至っていない。「まちのなか

の達人」については、達人が集約され、「見える化」している点で素晴らしいも

のである。冊子を作成するだけでなく、マッチングの実績を作ることも大切で

ある。 

〇青少年会館で実施しているパソコン講座の内容は何か。 

●小学生を対象にしており、小学生に親しみやすいような内容となっている。具 

体的には、簡単な文章や表計算の作成、簡単なプログラミングを実施している。 

〇学校現場においても、保護者の悩みごとに対して地域から力を貸してもらうこ 

ともある。学校としても地域とのつながりや地域の力を大切に考えていきたい。 

〇八尾市には各小学校区に福祉委員会があり、学校と福祉委員会との連携が有効

と考える。 

  

３ その他 

●事務局より、令和３年度近畿地区社会教育研究大会（大阪大会）について、オ

ンライン開催に変更されたことを報告した。 


